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（1） 昔
むかし

の奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

　今から 300万年ほど前の奈良盆地は，古奈良湖と

いわれる湖でした。そのころ，生
い

駒
こま

山地がせり上が

って，亀
かめ

の瀬
せ

の谷が

でき，古琵
び

琶
わ

湖の水

を合わせて，大阪側

に流れ出しました。

　約 150～100 万年

ほど前に紀
き

伊
い

半島が

せり上がり，奈良盆

地ができて，南北は

高くまん中が低い地形となりました。そして古琵琶

湖は北へ移動して当時できた淀川に水は流れ，生駒

山地の西側の河内湾
わん

に流れ込むようになりました。

　地名に河
かわい

合町
ちょう

という名があるように，南から初
は

瀬
せ

川，寺川，飛
あすか

鳥川や曽
そ

我
が

川などの川が集まり，北か

らは佐
さ

保
ほ

川，秋
あき

篠
しの

川，富
とみ

雄
お

川，

竜
たつ

田
た

川など 156もの支
し

川
せん

が集ま

り「奈良盆地のへそ」と言われ

るような低い土地になりました。

　それは竹の骨
ほね

が枝
えだ

分
わ

かれして

いる「羽
は

団
うち わ

扇」の形をしていま

現在の琵琶湖

古桂川水系

明神山

亀の瀬
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▲古琵琶湖の古地図
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び わ こ
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大
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布
留
川

佐
保
川
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すが，一箇
か

所に河川が集まるため，この地域の洪
こう

水
ずい

や水づかりの原因となりました。広
ひろ

瀬
せ

神社の水
みず

足
たる

池
いけ

は，古奈良湖の名残りです。

奈良盆地の地形と開発

　奈良盆地はまわりを山にかこまれてまん中が低く

なっていて，ちょうどお皿のような形をしています。

今から１万年ほど前まで，盆地のまん中は湖（古奈

良湖）でした。古奈良湖の水は生駒山地と葛
かつら

城
ぎ

山地

のあいだの谷をとおって大阪に流れ出ていました。

　また，古奈良湖にはまわりの山からたくさんの川

が流れこんでいました。これらの川はまわりの山を

けずって下流に土砂をはこびました。今の奈良盆地

は，初瀬川や曽我川，富雄川などがはこんできた土

砂で古奈良湖がうまってできた土地なのです。

　やがて，まわりの山のふもとにくらしていた人び

とがこの新しく生まれた土地にきて田畑を作るよう

になりました。そして，人びとは水はけを良くした

り川の流れを変えたりして豊かな農地に変えていき

ました。特に，奈良時代には条
じょう

里
り

制にあわせて川の

流れも変えました。

　しかし，盆地の底にあたるところほど土地が低い

ので，洪水になると川の水があふれやすく，今も洪

水へのそなえがたいせつです。

条里制
　1000 年以上も前に近
畿地方を中心に広く行われ
た土地区画せいりのこと。
農地をごばんの目のように
直角の区画に作り変えた。
たてを条，よこを里という。
これによって農地の大きさ，
形が同じになり，かんりし
やすくなった。
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（2） 大
おお

阪
さか

平
へい

野
や

と大和川
　今の河

かわち

内平野は 7000～6000年ほど前までは，後に

河
かわち

内わんといわれる海でした。その後，今の淀川や

石川と大和川の合流地点から多くの支
し

川
せん

が北の海に

入りこみ，土砂がつみ重なって河内湖
こ

から河内平野

になりました。

　しかし，南から北への傾
けい

斜
しゃ

がゆるやかなため，川

は蛇
へび

のように曲
ま

がり，土砂をつみ上げるだけでなく，

天井川となってよく洪水がおこりました。その結果

「河内」という地名ができたといわれています。

　300年ほど前まであった新
しん

開
が

池
いけ

，深
ふこ の

野池は河内わ

んが浅くなった河内湖の名残りです。

　生
い

駒
こま

山地の河内平野は急
きゅう

斜
しゃ

面
めん

で，流れる急流の川

は恩
おん

智
ぢ

川に流れこみ，金
こん

剛
ごう

山地の各川は石川に流れ

こんでいます。

　その流れは櫛
くし

歯
ば

の形をしています。

　1704年の大和川のつけかえにより，

大和川もやはり櫛のような形になって

大阪湾に流れこんでいます。　　　　

　河内平野では 3000～2000年ほど前

に米作りをしていた村がたくさん見つ

かっています。

▲河内湾の時代
　（約7000～6000年前）

▲河内湾の時代
　（約1800～1600年前）
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▲大和川の３つの櫛歯
くし は
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（3） 古
こ

墳
ふん

文化を支えた大和川
巨大な石を舟やいかだで運んだ古墳づくり

　石川の西
せい

岸
がん

に，日本で２番目に大きい誉
こん

田
だ

山古墳

など64の古墳が集まっている古
ふる

市
いち

古墳群
ぐん

があります。

400年から 600年ごろに多くつくられました。

　古墳のひつぎを入れる石室は，巨大な石を組合わ

せてできています。石は九州地方の阿
あ

蘇
そ

石や兵庫県

高
たか

砂
さご

市の竜
たつ

山
やま

石が使われています。

　巨大な石は，どのように運んだのでしょうか。

　舟やいかだにのせて，瀬
せ

戸
と

内海を渡り，今の天満

橋附近の難
なに

波
わ

津
づ

から，平野川，東
ひがし

除
よけ

川から古
ふる

市
いち

大
おお

溝
みぞ

という幅
はば

20 ｍ，深さ７ｍの運
うん

河
が

をへて，運
はこ

ばれたと

考えられています。大昔の大和川は，古代の都を支

えていた

のです。

巨大な石を運
はこ

んだ修
しゅ

羅
ら

を発見（写真提供は藤井寺市教育委員会）

　1978（昭和 53）年４月に，三
み

ツ
つ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

の堀から，

長さ 8.8 ｍと 2.9 ｍの大，小のＹ字型の，大きな石

を運ぶ木そり（修羅）が発見されました。

　９月には，カシの木で，実物と同じ修羅をつくっ

て，10トンの石をのせ，下に鉄道の枕
まくら

木
ぎ

のように丸

太をしいて，中学生 300人と市民 100人が「エイシヤ，

エイシヤ」のかけ声で引くと，45秒で 15 ｍも動きま

した。

　現在，大きな方の

修羅は，近
ちか

つ飛
あす か

鳥博
はく

物
ぶつ

館
かん

にあります。模
も

型
けい

と小さい方の実
じつ

物
ぶつ

は，藤
ふじ

井
い

寺
でら

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

に展
てん

示
じ

されていま

す。
▲南河内の池溝開発▲古市古墳群

▲藤井寺図書館の展示 ▲発見された修羅

▲箱
はこ

式
しき

石
せっ

棺
かん
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（4） 交
こう

通
つう

路
ろ

としての大和川
1　 古代の大和川を利用した交通
　大昔から大和川は交通路として利

り

用
よう

されてきま
した。そのころ，大和川は亀

かめ

の瀬
せ

の谷をこえて大
阪に入ると，枝

えだ

分かれして北へ進み，京都から流
れる淀

よど

川
がわ

に合流していました。大阪府柏
かし

原
わら

市
し

高
たか

井
い

田
だ

にある古
こ

墳
ふん

から，舟
ふね

をあやつっているようすを
えがいたと思われるへき画が見つかっています。

大和川の上流に都
みやこ

があったころ

　奈良の飛
あすか

鳥に都があったころ，しだいに都と地
方をむすぶ官

かん

道
どう

が整
ととの

えられていき
ました。そのころ，大和川は古

こ

代
だい

日本のげん関
かん

口
ぐち

であった大阪の港
「難

なに わ

波津
づ

」と，奈良ぼん地にある
都とをむすぶ川の道として大事な
はたらきを持っていました。
　607年に聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が中国の隋
ずい

に

つかわした遣
けん

隋
ずい

使
し

の小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

は，次の年，中国の使

者をつれて帰ってきました。一行は瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

を通っ

て難波津に入り，船を乗りかえて大和川をさかのぼ

り，奈良県桜
さくら

井
い

市
し

三
み

輪
わ

のあたりの港（海
つ ば

石榴市
いち

）で

おり，飛鳥の都に着いたと伝えられています。

2　 奈良の都と大和川

　藤
ふじ

原
わら

京
きょう

は，日本で初めての大
だい

規
き

模
ぼ

な首
しゅ

都
と

でしたが，

16年で終わり，建物も解
かい

体
たい

し，平
へい

城
じょう

京
きょう

に運ばれま

した。佐
さ

保
ほ

川
がわ

を利用した船や１万人以上が徒
と

歩
ほ

や馬

でひっこしたと想
そう

像
ぞう

されています。

　地方には竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

があった時代ですが，貴族はき

らびやかな衣
い

装
しょう

をつけて

御
ご

殿
てん

に住んでいました。

東と西の

２つの市
いち

に全国か

ら集めら

れた品物

がならび

にぎわい

ました。

な に わ づ

かんどう

▲ 船でのひっこしと市の
ようす想像図
　 （奈良文化財研究所監
修「平城京再現」より）

▲奈良市役所に展示されている平城京復
ふく

元
げん

模
も

型
けい

と
　2010 年平城京遷都 1300 年を記念して復元された大

だい

極
ごく

殿
でん

の写真
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3　 江戸時代の大和川を利用した交通

　大和川の川すじは，300年ほど前に大きく変わり

ました。しかし，奈良盆地と大阪平野とをむすぶ大

和川の交通路としての役わりは，100年ほど前に鉄

道がつくまで変わらずに続いていました。

　今から 400年ほど前，大阪は「天下の台所」と言

われ，たくさんの品物が流通する中心地として栄
さか

え

ていました。奈良と大阪との間には生
い

駒
こま

山地などの

山が南北につらなっているので，船を使って大和川

を利用し，さかんに品物や人が行き来していました。

しかし，大和川の奈良と大阪との境
さかい

にあたる亀の瀬

は，岩が多く，流れが急になったり滝になったりし

ていたので，船で通れません。そこで，品物は亀の

瀬で奈良側，大阪側の船に積みかえられて，奈良や

大阪に運ばれました。また，使われた船は，亀の瀬

を境として奈良側では魚
や

梁
な

船
ぶね

，大阪側では剣
けん

先
さき

船
ぶね

と

よばれていました。大阪のまわりの村々と大阪の中

心とで品物を運ぶ，柏
かし

原
わら

船
ぶね

や国
こく

分
ぶ

船
ぶね

などという船も

かつやくしました。

大和川を運
うん

こうしていた船

大和川の川すじが

大きく変わった話

は，次の「３大和

川を治める」のコ

ーナーで学習しま

すよ。

　あなたが住んで

いる所には，大和

川を利用した交通

のあとは残ってい

ませんか。家の人

や家の近くの人，

地域の歴史にくわ

しい人に聞いて調

べてみましょう。

柏原船・国分船 剣　先　船 魚　梁　船

運こうしていた
地域

大阪京橋と柏原村や国分村の
間

大阪京橋と亀の瀬の間 亀の瀬と奈良の各地の間

運んでいた品物
大阪へ…米，油，綿，しょう油，
大阪の中心から各地の村……
ほしかなどの肥料，塩，炭

大阪の中心から奈良各地へ
……ほしかなどの肥料，塩，炭，
砂糖，紙，酒，せと物など

奈良各地から大阪の中心へ
……米，小麦，ざっこく，綿，
なたね油，そうめんなど

船の大きさ
長さ…約 14m，はば…約２m
荷の重さ…約 1500kg

長さ…約 22m，はば…約２m
荷の重さ…約 3000kg

長さ…約15m，はば…約1.5m
荷の重さ…約1000kg
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4　 大
や ま と

和の産
さん

業
ぎょう

と文化を高めた魚
や

梁
な

船
ふね

　魚梁船は，江戸時代

のはじめ，1610年に

竜
たつ

田
た

藩
はん

主
しゅ

片
かた

桐
ぎり

且
かつ

元
もと

が，

年
ねん

貢
ぐ

米
まい

を大阪に運ぶた

めに始められました。

その時，片桐且元は大

和と河
かわ

内
ち

の境
さかい

にある亀

の瀬の工事をして，岩を取りのぞき，滝
たき

や急流をな

くそうとしましたが，できませんでした。そこで，

亀の瀬より大和の各地へは魚梁船を航
こう

行
こう

させ，亀の

瀬より大阪の中心までは剣先船を航行させることに

なったのです。

　大阪から大和や河内に運びこまれる干
ほし

鰯
か

や油かす

などの肥料の多くは，江戸時代から明治時代にかけ

てさかんに行われた綿
わた

作りに使われました。

そして，大和や河内で作られた綿が大阪に

運びこまれ，農家も大阪商人もうるおった

のです。

　今の河合町の御
み

幸
ゆき

橋
ばし

の南東にあった川
かわ

合
い

浜
はま

や，対岸の安
あん

堵
ど

町
ちょう

笠
かさ

目
め

にあった「御
ご

幸
こ

ケ
が

瀬
せ

」は，たくさんの荷物が集まるところで

した。川の南にある川合浜には市が立ちな

らび，荷物や人が行きかったため，「市
いち

場
ば

」

とよばれるようになりました。また，さら

に上流へも荷物は運ばれ，初
は

瀬
せ

川は天理市

の天
てん

神
じん

（今の嘉
か

幡
ばた

周辺）まで，寺
てら

川
かわ

と飛
あす か

鳥川
がわ

は田
た

原
わら

本
もと

町の今
いま

里
さと

と松
まつ

本
もと

まで，佐
さ

保
ほ

川
がわ

は大和郡山市の板
いた

屋
や

ケ瀬
せ

と筒
つつ

井
い

まで運んだそうです。

5　 大和川のつけかえと柏原船や剣先船

　大和川は大阪平野に入ると北に向

かい，久
きゅう

宝
ほう

寺
じ

川や玉
たま

串
ぐし

川などに分か

れ，たびたび洪
こう

水
ずい

を起こしました。

▲ 大阪から来た剣先船の
荷物を魚梁荷場舟役

やく

所
しょ

を通って魚梁浜で魚梁
船に荷物をのせかえて
運びました。

▲「川合浜」で栄えた河合町川合の市場地区の町並み

▲綿をつむぐ（綿圃要務より）
「大

や ま と

和河
かわ

内
ち

和
いず

泉
み

の三ケ国の田地にては，
女に限らず男子もみな糸をつむぐな
り」と言われるほど，綿作りがさかん
でした。

藤井問屋（上の地図下）
　剣先船で運ばれてきた荷
物を下ろし，魚梁船ではな
く，牛馬を使った荷車で大
和の各地に運びました。

　河合町の市場地区の大

通りにはたくさんの店が

あったそうだよ。宿屋や

料理屋，芝居小屋，市が

立つ場所もあったそうだ。

　河合町の市場地区の大　河合町の市場地区の大

通りにはたくさんの店が通りにはたくさんの店が

あったそうだよ。宿屋
や
あったそうだよ。宿屋

立つ場所もあったそうだ。立つ場所もあったそうだ。
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1620年と 1633年に大洪
こう

水
ずい

で被
ひ

害
がい

を受けた柏
かし

原
わら

村を
立ち直らせようと，平

ひら

野
の

と河内の代官であった末
すえ

吉
よし

孫
まご

左
ざ

衛
え

門
もん

は，大阪奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

の許可を得て，柏原村から
平野を通って大阪京橋まで向かう柏原船を運行させ
ました。同じように，柏原村の南にあった国分村で
も，国分船を仕立て，京橋まで荷物を運びました。
柏原船や国分船が，大阪の中心から河内平野の農村
に肥料を運び，米や綿などの農作物を集めることで，
大和川流域の農村も豊かになっていったのです。
　しかし，1704年に行われた大和川のつけかえ工事
で，大和川は石川と合流すると北へは向かわずに，
西の堺へ向かうようになりました。北へ向かう長

なが

瀬
せ

川（旧大和川本流）や平野川などの水量は少なくな

りましたが，大和川から旧大和川の地域に
田畑で使う水を送る水

すい

門
もん

もでき，新しい田
畑がたくさん開かれました。新

しん

開
が

池
いけ

や深
ふこ

野
の

池
いけ

と大きな池もうめ立てられ新田になりま
した。川や池をうめ立てて開発された新田
は砂地だったため，米作りはしにくいため，
綿作りがおこなわれました。作られた綿は，
柏原船などでさかんに運ばれましたが，旧
大和川では水量が少なくなったため，川も
せまく浅くなったので，船での運送は少し
ずつすたれていきました。
　剣先船や国

こく

分
ぶ

船など新大和川ぞいの村々
の船は西の堺へ向かい，海の近くで新しく
作られた十

じゅう

三
さん

間
げん

川を北へさかのぼり大阪の
中心に行っていました。
　江戸時代の終わりになって日本が開国す
ると，外国の安い綿

めん

織
おり

物
もの

が輸入されるよう
になり，日本の綿作りはすたれていきまし
た。河内や大和の綿作りも，なくなってい
きました。
　明治に入り人の行き来が多く
なると，魚

や

梁
な

船
ぶね

と剣
けん

先
さき

船
ぶね

は荷
に

物
もつ

だけでなく，人も運ぶようにな
っていました。しかし 1892（明
治 25）年には，奈良と大阪湊

みなと

町
まち

が鉄道で結ばれ，魚梁船から剣
先船とつながれた大和川の水運
はなくなりました。

　京橋や難
なにわ

波の港
で荷物を積みかえ
て，大阪の町の中
の問
とん

屋
や

へ運ぶのは，
上
うわ

荷
に

船
ぶね

という船が
運んでいたそうだ
よ。
　船の大きさや荷
揚げをする港は，
ちゃんと許可をも
らって決められて
いたそうだよ。

　久
きゅう

宝
ほう

寺
じ

川ともよばれていた
大和川の本流は，水量がきょ
くたんに少なくなり，名前も
長
なが

瀬
せ

川
がわ

とかわったそうだよ。
新開池や深野池などの大きな
池はうめ立てられてなくなり，
吉田川などの川もなくなった
そうだ。水量が少なくなった
ため，すみずみの
田畑に水を送る
ための用水路が
発達したそうだよ。

　大和川の本流であった長瀬
川には２つ，平野川に１つの
水門が作られ，田畑や人々の
生活に必要な水が送られたそ
うだよ。今では田畑が住宅に
変わったところが多いけれど，
今でも水門の管理をしている
人たちがいるそうだよ。

▲築
つき

留
どめ

二番樋
ひ

(堤防の向こう側が大和川）

つけかえられた後の大和川の水運（1704年から1892（明治25）年ごろまで）
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